




On the Historical Changes of Bridges and the
Tendency of Their Progress (3) : The Bridges
of Ancient Times, Middle Ages and Modern Times
in the Orient











On the Histrical Changes of Bridges and the Tendecy of Their Progress (3) 
The Bridges of Ancient Times， Middle Ages and Modern Times in the Orient 
Sakutaro Nakamura 
Abstract 
The pr巴5巴ntwriter made the thorough investigations on the bridges of Ancient Times， 


















































































漢江鉄道橋は全長 293mあり， 16m(鉄筋コンクリート T形桁)+ 2①20m(プレー ト・カ、、ー









で，ワーレン型平行弦構桁であり，支点間距離約 65.8m ( 8格間×約 8.2m)，桁高約 10.7m， 























型であり，フランジの幅は1.30m，厚さ 45cm，ウエブの厚さ 0.60-1.30m (起挟部)， I型
































図 1は古代の石積アーチ橋，図 2は古代の石造アーチを用いた建造物，図 3は紀元前
に架けられた吊橋の図で¥図-4は北京の古代アーチ橋，図-5は北京郊外万寿山の十七孔橋，

























































橋梁の歴史的変遷とその発達動向について (3) 441 








































































































































































には，明治 4年(1871)の東京芝口の新橋，明治 5年(1872)の大阪の心斉橋、明治 6年 (1873)














































































































北海道の十勝大橋(1941，ゲルパー，支間 9x41 m)，宮崎県の川島橋 (1936，ゲルパー，支




橋1誌の歴史的変遷とその発達動向について (3) 449 
ノ〈ー ，支間 24m十 5X31 m十24m)，福岡県の西大橋 (1935，ゲルパー，支間 21.6m十 3X
30.6 m十21.6m)，福岡県築後川の小森野橋(1933，ゲ、ルパー ，支間 25m十 9X30.5 m十25m)， 
長野県の高瀬橋(1937，ゲルパー，支間 2x15 m十 2X 23 . 8 m + 7 X 30 . 5m)，福岡県築後川




( 1943，支間 79.4m)，岐阜県の大牧橋(1937，支間 74.0m)，長野県の坂戸橋(1932，支間
70m)，富山県の笹津橋(1941，支間 65m)，山形県の明鏡橋 (1938，支間 54m)，山形県の臥
竜橋(1937，支間 53m)，山梨県の祝橋(1930，支間 50m)，東京都の氷川大橋 (1933，支間


















東京の奥多摩橋(1936，支間 108m)，大阪の桜宮橋(1930，支間 104m)，東京の永代橋 (1928，
支間 100.6m)，岩手県の北上大橋(1938，支間 100m) となる。
補剛吊橋としては，径聞の大なるJI貢に示すと，静岡県の川根大橋(1925，最大径間 190.1m)， 
奈良県の折立橋(1933，最大径間 156m)，官山県の長崎橋(最大径間 145.4m)，徳島県の三













に達しているが，その中コンクリート橋は 55，366橋 (47.9%)，551.57km (37 2%)であるか
ら，鋼橋の 2，869橋 (2.5%)，190.71 km (12.6%)に比べると，数において 19倍，延長にお
















れに対し，前者は突桁を有する 2ヒンジラーメン(支間 10m十50m+10 m)，後者は側径聞を
有する 2ヒンジ斜脚ラーメン(3径間連続桁の支間 21m+39 m十21m，中央の台形ラーメン
の支間 57m) として比較設計された資料が残っている。
また，鉄筋コンクリートアーチ橋としては，戦後 1949年に群馬県利根郡に架設された千歳橋
があり，これは無絞開側型式の橋で，最大支間 45m，扶矢 9.4m， f /1 =1/5，巾員 5.5m， 
(52) 











(東京)， 日本ピーエスコンクリート K.K (敦賀)，オリエンタルコンクリート K'Kその他
の会社が当っている。
我国で施工されたブレスト・コンクリート橋は， 1951年に支間o-10mまでのもの1橋，
1952年に支間0-10mまでのもの3橋， 10m-15 mのもの l橋， 1953年にo-10mのもの57
橋， 10 m-15 mのもの 21橋， 15m-20mのもの l橋となっている。これに対し， 1954年には，














































昭和 24年 (1949)12月竣工した茨城県那珂川大橋はランカ、、ートラス橋で支間 70mあり，当
時架けられたランガートラス橋の代表的道路橋の一つである。このほか， 1953年架設された群




m，ゲ、ルパー桁)，神奈川県の相模大橋(1955，最大支間 57.8m，巾員 9.0m， 7径間ゲルパー
(54) 
橋梁の歴史的変遷とその発達動向について (3) 453 
桁)，北海道の江別大橋(1946，最大支間 67.2m，巾員 7.5m，ケ、ルパー桁)，大阪府の西条大
橋(支間 36m，箱形断面の溶接プレート・ガーダー)などがある。






支間 216m，巾員 7.5m)を初め，熊ヶ根橋(宮城県， 1954，支間 110m，巾員 6.0m)，海尻
橋(栃木県， 1955，支間 105m，巾員 5.5m)，尾鈴橋(宮崎県， 1946，支間 100m，巾員 4.5
m)などが架設されたが，昭和 35年(1960)以降において，大矢野橋(1966，熊本県，支間 156
m，巾員 6.5m)，内大臣橋(1964，熊本県，支間 153m，巾員 5.5m)，模木沢橋(1965，岩
手県，支間 140m，巾員 60m)，新三国大橋(1963，群馬県，支間 140m，巾員 7.0m)，戸
崎橋(1964，宮城県，支間 139.2m，巾員 6.0m)，三井橋(1965，神奈川県，支間 130m，巾








そのほか， 1956年愛知県に架けられた大嵐橋(中央径間 160m，巾員 4.5m)， 1952年長野県
に架設された上今井橋(中央径間 141m，巾員 3.6m)を初めとし，愛知県の鷹ノ巣橋 (1956，
中央径間 157m，巾員 4.5m)，奈良県の川津大橋(1960，中央径間 177.6m，巾員 3.6m)， 
徳島県の小鳴門橋(1961，中央径間 160m，巾員 7.0m)，奈良県の備後大橋(1964，中央径間
162 m，巾員 4.0m)，栃木県の川又大橋(1964，中央径間 160m，巾員 4.5m)，宮崎県の二軒






















積当りの鋼重 303kg/m2となり ，1960年(昭和 35年)架設された同県の城ヶ島大橋は 3径関連
続鋼床板箱桁(径間 70m十95m+70 m)で単位面積当りの鋼重 321kg/m2を示している。また















m)，大阪市の豊里大橋(1970，最大支間 216m)，北海道の石狩河口橋(1971，最大支間 160m)， 
首都高速道路の荒川|斜張橋(1970，最大支間 160m)など次々に架設されているほか， PC斜
(56) 




桁，ゲルパー桁，支間3X22 m十34m+100 m+34 m+ 3 X22 m)がある。
それからトラス橋の鉄筋コンクリート床版の合成化の問題が，東京大学生産技術研究所の手
で研究課題として取り上げられ，数少ない合成トラス橋として注目そヲ|いた新潟県の中宿橋




ゼ桁，支間 79.44m 2連)，幌5jJjの幌別橋(1953，ランガートラス，支間 64m)，常呂の常呂橋














次に， 1961年に全溶接アルミニウム合金合成桁の金慶橋(支間 20m，巾員 8m-9.5 m)が
芦屋一有馬聞の有料道路に架けられたほか，北海道開発局の手により災害時の交通確保の目的












図-18 九州の諌早眼鏡橋(旧橋， 1838) 
図-19 日光神橋(木橋) 図-20 東京の日本橋 (1日橋，広重筆)
(58) 
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